
第 2学 年 生 活 科 学 習 幸旨 栄導 多護

日 時  平 成 1 5

学 級 2 年1 組

児童数 男 子 1 8

授業者  千  葉

年 6月 6日 (金) 5 校 時

名 女 子 1 7名  計 3 5

正  司

l 単 元名  「なかよくなりたいね」

2 単 元について                              ,

(1)教 材について

本単元は学習指導要領の内容 (1)「 自分たちの生活は地域の人々や様々な場所と関わつ

ていることが分かり,人 々と適切に接することや安全に生活することが出来るようにす

る。」を受けて設定した。昨年度, 1年 生では 「すきです )わたしの が っこう」という学

年テーマで生活科の学習に取り組み;学 校たんけんやベア学習 (ゆうびんやさん)で 先生

方や異学年の児童と交流を持った。上学年と下学年の子が教え合ったりする中で,生 き生

きと活動する姿が見られると同時にたくさんの気づきがあった。本年度, 2年 生は 「すき

です わ たしの町 い わやどう」という学年テーマで取り組む。人との関わりの楽しさを

身を持って知っている手どもたちが,今 度は学校を飛び出し,学 校の周辺の商店街に繰り

出して地域の人々に関わっていこうとする本単元は,児 童が夢中になって取 り組むのでは

ないかと考える。                '

(2)児 童について

ふだん生活している場所だけに 「岩谷堂のことなら何でも知ってるよ。」と目を輝かせた

くさんのお話をしてくれる子どもたちである。しかし,ス ーバーマーケットですべての用

事を済ませている家庭が多く,通 学途中の商店で何を売っているのか,街 角にあるモニュ

メントの謂れについては,ほ とんどの子が知らない。「たんけん」という言葉を聞いただけ

でわくわくする児童である。動機付けがしうかりしていれば何度でもたんけんに出かけて

行くのではないかと考える。

(3)活 動を進めるにあたって

まず,つ かむ段階では,岩 谷堂商店街に学年全体でラリーカードを持って出かけ,謎 解

きをする感覚で散策させ,街 への興味を喚起させたい。敢えて 「休館」の店が多い日に散

策させることで 「また来たいな。いったいどうなっているのかな。」という気持ちにさせた

い。この散策で,子 どもたちには土地勘がつき,次 にたんけんするとき 「もっと調べたい

場所」を机上で空想するよりも目的意識を持って決めることができると考える。

ふかめる段階では散策をもとに一人一人もっと詳しく調べたい場所を決めてグル
ープを

作り,質 問を決めてたんけんに出かける。きっと子どもたちは質問することで分かる喜び

を持つが,ま た更なる疑問も浮かんでくると思われる。そこで 「第 2回 たんけんに行って

名



みよう。」と持ちかけ期待感が膨らむような支援をしていきたい。たんけんでは何より,地

域や地域に住む人々との蘭わりを大切にしながら学習を進めていきたい。そのために,イ

ンタビューの仕方はしっかリシミュレーションをして堂々とインタビューできるよう支援

しておきたい。そして分かったことを友達に教えてあげるために発表会をする。また,可

能であれば,発 表会の目をあらかじめ案内状の形で岩谷堂の地域の方に知らせておき,地

域へ自分たちから発信していく活動も取り入れたい。生活科で近年取り組んでいるペア学

習の一環として 1年生も招待したい。発表会はたんけんしたグループごとに行う。発表資

料の作り方 ・発表の方法について子どもたちのアイデアを引き出し,自 分の発表会を成功

させたいという意識が持てるよう支援していきたい。これらの活動の中では,個 人差が大

きく表れることが予想される。そこで,得 意な子には知っていることをグループ内に,時

にはクラス全体に広げながら活動できるような支援を,そ うではない子には素朴な疑問や

気づきな活動の中で生かしていけるような支援をしていきたい。      ■

ひろげる段階では,学 習を通して仲良くなった町の人たちを再び訪れ,地 域への愛着を

確かなものへと深めさせたい。

3単元の目標         】

(1)観 点別目標                        '

関心 ・意欲 ・態度 思考 ・判断 気づき

・地域の様々な場所を,大 切

に利用しようとしている。

。地域の様々な場所の利用の

仕方について考えたり,工 夫

したりして安全に気をつけ

て利用することができる。

・地域のさまざまな場所はみ

んなの集まる場所でいろい

ろなお店があり,そ れぞれ工

夫 しなが ら生活 している

人々がいることに気づくこ

とができる。     (

(2)単 元の評価規準

関心 ・意欲 ・態度 思考 '判断 気づき

・地域の様々な場所に関心を

持って利用 しようとしてい

る。

・地域の様々な場所やそこで

出会う人々に親しみを持っ

て関わろうとしている。

・みんなのことを考えて利用

しようとしている。

・地域の様々な場所を利用し

たことや利用して楽しかっ

たことなどを表現すること

ができる。        ｀

・みんなで楽しく使うための

利用の仕方にういて考えた

り工夫したりすることがで

きる。

・ルールやマナーを考えて利

用することができる。

・地域にはみんなで使うもの

やみんなのための場所があ

ることが分かつている。

・地域の様々な場所にはそれ

を支える人々がいることが

分かっている。

・地域の様々な場所を利用す

ると自分たちの生活が楽し

く豊かになることに気づい

ている。



4単 元の学習計画と評価計画 (全19時 間)

過程 主な学習活動 教師の支援 小単元の評価規準と方法

つ

か

む

③

①

②

③

岩谷堂の町ってどん

・よく遊ぶ場所や,員 い物

に行く場所について想起

し,自 分たちの町について

思ったことを話し合う。

・明日の散策の持ち物を確

認する。

なところだつたけ

・岩谷堂地区に限定し,焦点フ

する。なるべくいろいろなこ|

さん安めたい。
・町の様子の拡大写真を見せ,

知らないこともあることを謡
・ラリーカードをちらつかせ,

に出かけたいという気持ちを

,ずれないように

とを出させ,た く

よがら,ま だまだ

撤させる。

なぞを解くため

高める。

《関》地域の場所・店について進

んで想起し具体例を出している。

【発言・つぶやき〕

《気》散策でぅまた行つてみたい

場所を見つけることができる。

【ラリーカード・カード】
2 ど きどきわくわく町はぼくらのワンダーランド

エ
ン
ロ

“第

　
ｏ
　

ギ

学年全体で,町 を散策し,
トリーカードを解きながら,

「との出会いから生まれる

:問・気づきをメモする。

また行ってみたい場所を見
)ける。

・なかなか,な ぞ解きに取り,

看板に目を向けさせるなど械
・教室に戻つてから,疑 間を手

介し,広 める。

祖めない子には,

点を与える。

手っている子を紹

ふ

か

め

る

④

⑤

⑥

④

③

③

《思》自分の興味をもとに行って

見たい場所を考え決めることがで

きている。

【発言・カード】

《関》探検の計画や準備を積極的

に進めようとする。

〔発言・カード】

《関》めあてを持ち,町 を観察し,

話を聞こうとしている。

〔行動 ,つぶやき】

《関》たんけんをして,そ の場所

や働く人々の様子に興味を持って

関わろうとしている。

【行動・カード】

鮭翰 質問して分かつたことをカ
ードに記録することができる。

【カード】

3 も っとしりたいね

・グルーブ決めをする。(3
～4人 程同
,たんけんする場所ごとに見

てくることや聞いてくるこ

とについて話し合う。

1質問を決め,原 稿を書く。
・インタビューの練習をす

る。

・同じような疑問を持っていえ

プを作る。散策のときの解

回のカードを参考にさせなが|

せる。         .
・インタビューについては,言

わせるバ あらかじめ教師側マ

ておく。家庭での音読同様,ン

習をさせ,自 信を付けさせて
。回る順序についても決めさ

3子同士でグルー

や, 拡大写真, 前

ら,質問を考えさ

吾す内容を話し合

ぅ基本形を用意し

rンタビューの練

おく。

せる。

4 そ れ行け !ちびっこたんけんたいパート1

・友達と協力してたんけんじ

その場所について,そこで働

く人の仕事の様子で気づい

たことをカードに記録する。

・知りたいこと・聞きたいことはあらかじめ用

意しておく。
・たんけんの際:他 に行ってみたくなった場所

があれば認める。しかしルールやマナーについ

ては考えさせたい。
・いきいきサポートなどの教師にもついていた

だき,児 童の安全を確保する。

・良かったグループを紹介し′広める。



①

①

念

寡としてたんけ九ノ

ただし保護者の

《思》 1回目のたんけんを受け,

さらに詳しい質問を考えることが

できる。

【発言 ・カード】

館諭 1回目と2回 目のたんけん

に違い (質的な高まり)を 持つこ

とが出来ている。

【発言 ・カード】

《思》たんけんしたことについて

何を伝えたいか決めることが出来

ている。

【発言 ・カード】

《思》より良い発表方法を考える

ことが出来ている。

【発言 ・カード】

鮭め たんけんの成果を友達に分

かりやすく発表すことが出来る。

【発言 ・発表資料および作品】

《関》協力し,発 表の準備を進め

ることができている。

【発言 ・カード】|

《思》自分たちで工夫して活動す

ることが出来ている。

【行動 ・発表資料および作品】

5 そ れ行け !ちびっこたんけんたいパート2

①

本

時

①

①

①

V

く

高

　

　

　

一

1回目より,さ らに詳し

調べたり,更 なる興味に

かつて調べたりする。

。この週の鵬 は,自主捌

に出かけても良いこととする(

了解を得る。

6 た んけんしたことを,みんなにしらせよう。はっぴ

ょうかいのじゅんびだ。

・分かったことや感じたこと

をどのような方法で発表し

たいか話し合う。
・方法が快まったら,発表会

の練習をする。
。たんけんのときお世話にな

った人や 1年生に,発表会の

招待状を書く。密師 は,近

隣の児童が下校途中に行く

こととする)

・あらかじめ,必要性のある道具を準備してお

く。
・一人一人の気づきを認める雰囲気作りを心が

ける。           1
・地域の人や 1年生に発信するという相手意識

を持つことで発表会準備への意欲をJAfる 。
・なかなか考えがまとまらないグループは,工

夫しているグループを紹介したり,教師がす緒

になって発表資料をつくる。

⑦

①

《思》より良い発表をしようと相

手意識を持って発表することが出

来ている。

【発表態度】

《気》友達の発表を聞いて分かっ

たことや新たな疑間を持ったり,

町の中に入つた場所があることに

気づく。

【発言 とカード】

7 よ うこそ,町 はかせの部屋へ

・グループごとに分かつたこ

とや気づいたことを発表す

る。

`発表する側に帆 相手意識を持たせ分かりやす

く発表させる。
・聞く側は,マ ナーを守り静かに聞き,自 分がた

んけんに行かなかった場所についても,気 づきが

あるようにさせる。
・地域の方がいらっしゃった場合,あ いさつがで

きるように指導しておく。

ひ

ろ

げ

る

① 《関》地域に親しみを持つことが

出来る。

【行動 ・態度】

《気》地域の人に自分たちは愛さ

れていることに気づくことが出来

る。

【行動 ・態度】

8 な かよくなりたいね

・今までの活動を振り返りお

世話になった人たちと,触れ

合う。

・本当の意味での地域とのふれあいにしたいの

で,形 式的なものにならないようにする。折り

紙を折っていくなど,児童のアイデアがあれば

取り入れたい。

5本時の指導

(1)本 時の目標
・ たんけんして分かったことや感じたことをどんな方法で伝えるか決めることができる。篠諄非 表ISl
・ 発表相手を意識し,楽 しみながら発表の準備をすることができる。《関心・意欲 。態動

(2)本 時の指導の工夫

つかむ段階ではたんけんで分かったことをみんなの前で紹介する時間をとり,自 分たちのたんけんを想起させ,本 時

の活動がスムーズに行くようにする。

ふかめる段階では誰に発表会を聞いてほしいか子どもたちに考えさせ相手意識を持たせ,こ の小単元を通し意欲を持

続できるようにさせたい。相手としては,た んけんでお世話になった人や,ペ ア学習の1年生,家 族が考えられる。相



かんそうカード 月  日
なかよくなりたいお6

かんそうカード

2年  く み 宅まえ

あてはまることにOをつけましよう。

月  騒

2年  く み 宅まえ

あてはまることにOをつけましよう。

友たちとたのしく,お べんきようできましたか。 た の し

かった

ま う ま も うす

こし

どんなはつぴようにするか,きまりましたか。 てきた と ち ゅ

うまで

で き な

かった

話し合いではじぷんの考えを出すことができ

ましたか。

いっぼV

てきた

す こ し

てきた

教えても

らつた

じぶんでがればつたことや,友 だちのよかつたところを

書いてみましよう。

拡たちとたのしく,町たんけれバート2にいってきま

したか。

た の し

3 つヽた あ

も うす

こし

あいさつや,おれい,インタピューがしつかりできま

したか。

できた と ち ゅ

うまで

て き な

かった

町たんけれパート1よ り,く わしく書けまし

たか。

いっばヽ

できた

す こ し

てきた

まえても

あつた

じさんでがんばつたことやP友 だちのよかつたところを

書いてみましよう。
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手に合った発表の内容 ・方法の工夫が思いつくグループがあれば賞賛し成就感を与えたい。
ふりかえる段階では,今 日の進み具合等をグループごとに発表させ,次 時の見通しを持たせる。また自己評価カ

ード
を使い今日の活動を振り返らせる。これにより,評価計画の評価材料としたい。

(3)本 時の学習活動 (展開および本時の評価)

◇支援  ・  《  》 評価

◇紹介することで自分たちのたんけんを想起させ,本時の

活動がスムーズに行くようにする。

◇発表相手を意識することで,児 童の意欲を喚起する。

◇あらかじめ,必要性のある道具を準備しておき児童の思

考の助けとする。

◇一人一人の気づきが認められる雰囲気作りを心がける。

◇自分たちで進めないでいるときは,たんけんの最中に子

どもたちが生き生きと活動したリチ
ームで話し合つたと

きに考えたりつぶやいたりした事実を話してあげ,伝えた

い内容を意識させ励ます。

◇相手意識のあるアイデアを持ちているグループがある

ときは,い ったんグループごとの活動をとめ,全体に紹介

し広めたい。

《関》ルールやマナーを守り,協力して発表の準備を進め

ることができている。

【観察 ・発言】

衛動 グループで話し合いながら,たんけんしたことにつ

いて何を伝えたいか決めることができている。

【発言 ・カード】

《関》自分のがんばったところや,と もだちの良かったと

ころを見つけることができている。【発言・自己評

価カード】

◇それぞれの発言により自分の活動を振り返らせ,全体の

意識を高めるようにする。             ・

1 課 題をつかむ

たんけんしたことをみんなに知らせよう

・分かったことをみんなの前で紹介する。

2 グ ループごとに発表内容を決め,発表資料づくり
をする。
・誰に発表会を聞いてほしいか子どもたちに考えさせ

る。
・発表にはどんな方法があるか,話 し合う。

考えられる例

かべ新聞 ・画用紙 ・紙芝居 ・クイズ形式

・調べた中でどの内容を伝えたいか,グループごとに

話し合う。

'内容が決まったところから順次,発表資料をつくる。

3 自 己評価をする
・自己評価と感想を自己評価カー ドに書く。

4 感 想発表をする
・自分力洵 んヾばったことや,と もだちの良かったとこ

ろを発表する。

5 次 時の活動について知る

ふ

り

か

え

る

８

分


